
                            質 疑 要 旨                         盛本芳久議員 №１ 
 

質 疑 要 旨 要 答 弁 者 

１ 国政への評価と期待について 

(1) 菅新首相の政治理念とこれまでの政権運営に対して、どのよう

に感じ、今後何を期待するのか。 

(2) コロナ対策で地方の知恵と実行力が問われているが、今後、政

策全般にわたって地方分権を確立していくため、国に向けて全国

知事会とともにどのように行動していくのか、意気込みを聞く。 

 

２ 新型コロナウイルス感染症対策について 

(1) 今年度の県税収入への影響と来年度の予算編成の前提となる歳

入確保の見通しを聞く。 

(2) ＧｏＴｏトラベル事業への対応について見解を聞く。 

(3) 感染拡大防止に先手を打つため、高齢者施設等への積極的な検

査の拡大が重要と思うがどうか。 

(4) 差別根絶に向けたより強力な対策を講じるとともに、検査への

協力や早期発見・早期治療の重要性について県民に説明していく

べきと思うがどうか。 

(5) 解雇・雇い止めの現況と各種労働相談の内容や特徴を聞く。 

(6) 石川県経営持続支援金など様々な事業者向け支援策について、

申請と支給の現状、更なる処理の迅速化や支援延長に向けた今後

の対策を聞く。 

(7) 貧困にあえぐ個人や家族に対して、市町との共同による支援が

必要と思うがどうか。 

(8) 県内の自殺者数とその特徴、今後の相談体制強化の方策を聞く。 

(9) 原子力防災訓練について 

 ア 住民の参加を得て、より実践的な訓練とすべきだったと思う

がどうか。 

 イ 国のガイドラインを踏まえた実効性ある避難計画と訓練の実

施について聞く。 
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３ コロナ後を見据えた県内各地の価値と発信について 

(1) 白山手取川世界ジオパークについて 

 ア ジオパークへの期待と併せて福井県との連携も含めて、積極

的に関与する考えがないか聞く。 

 イ 自然・文化・体験のツーリズムとしてジオパーク巡りを発信

し誘客を図るチャンスであると思うが、今後の取り組みを聞く。 

(2) 能登の魅力発信の強化について 

ア リモート・ワークやワーケーションの最適地として能登が注

目されているが、インターネット等の環境整備と企業等への働

きかけについて、現状と今後の取り組みを聞く。 

 イ 首都圏等との二拠点居住推進への取組状況を聞く。 

(3) 兼六園周辺文化の森について 

ア 国立工芸館の国内外への情報発信について、これまでと今後

の取り組みを聞く。 

 イ 石川門や三十間長屋、鶴丸倉庫の内部を全面常時公開すべき

と思うがどうか。また、そのための課題は何か。 

  ウ 改めて、兼六園の施設や植物の状況を総点検する必要がある

と思うがどうか。 

(4) 港の更なる飛躍について 

ア 金沢港の分区条例により機能別に区域を整理することで、そ

れぞれの分区にどのような効果を期待するのか。また、分区指

定による金沢港周辺の活性化について、今後の展望を聞く。 

イ 金沢港と七尾港の取扱貨物量の影響を受ける港湾事業者等を

支援するため、県の港湾関連施設の使用料減免などを実施して

はどうか。 

(5) 新幹線県内全線開業時期の延期と追加費用について、検証委員

会の監視と厳しいチェックが不可欠と思うがどうか。 

 

４ 脱炭素社会の実現について 

現在の取り組みを一歩も二歩も前進させる本県独自のカーボン

・ニュートラル政策の具体化が必要と思うがどうか。 
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５ 新しい学びの環境について 

(1) コロナ禍で少人数指導体制の整備が検討される中、従来の定数

改善要望にとどまらず、地方が一体となった強力な要望活動が必

要と思うがどうか。 

(2) 新型コロナウイルスへの対応で業務が増加する中、スクール・

サポート・スタッフ等の増員と教員との職務分担の明確化を今後

どう進めていくのか。 

(3) インフルエンザや新型コロナウイルス感染症の流行を抑えるに

は、換気と暖かい学習環境の確保が必要であり、暖房費節約を強

調することは止め、各学校へその旨指導すべきと思うがどうか。 

(4) コロナ禍の休校中に十分な食事がとれなかったという子どもは

いなかったのか実態を聞く。 

(5) 十分な食事をとれない子どもへの配慮として、子ども食堂への

支援なども考えられるがどうか。 

(6) 有機給食や給食の地産地消について現状と今後の取り組みを聞

く。 
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